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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・馬渡DrのPHSが増設されたため、内線PHS一覧表の訂正があり差し替えをしている。

・職員のインフルエンザ予防接種が開始。11/5(火)～11/7(木)9：30～10：15まで、病院4階ユーティリティーにて。予約した日に忘れずに予防接種を受けること。

＜利用者様情報＞

・田向　　玲美様～「デイケアに行きたくない」と電話で話していたが、デイケアに来られている。デイケアに来たくない理由を問うと「○○さんが嫌だ」など、数名のメンバーと会いたくない事を挙げている。理由を傾聴した上で自身の行動の振り返ると「昔、無視していた事があった」など今、相手がしている反応が自身が過去に相手にしていた事であった事と認識している。自身の言動で相手を傷付けている事を振り返ると、周囲の誤解を解こうと謝罪をして歩いている。11/8(金)に今回の件の中心となった田名部様も来所するため、3名で誤解を解くため話し合いをするよう促すと「妹と映画に行くって朝一で約束したから休んでも良い？」と話している。

・寺沢　　　彩様～田向様へ対し「殺す」などの発言はしていないと話す。田向様と会った際に「ごめんね」と軽い感じで謝罪された事がショックだったのか、一時的に落ち込む事がある。

・高阪　　博英様～大衆浴場へ行き、ズボンごと財布や携帯電話を盗まれたとのこと。昨日はカード類の停止手続き、運転免許証の再発行などでデイケアを欠席し、外来も翌日に変更している。本日、外来受診とデイケア来所している。詳細を確認すると、銭湯には鍵付きのロッカーはあったが「腕とか足に鍵付けるのが嫌だった」と話す。貴重品管理の甘さを指摘し、自己責任の部分を振り返っている。

・繁名　　和恵様～来所時より頭痛を訴えており、1時間ほど静養室で休養するとプログラムへ参加する事が出来ている。頭痛は継続しているとの事だが、休養した事で幾分は落ち着いたと話す。

・高島　吉太郎様～喫煙室へ行き、扉を開けて外を見る事がある。どうしたのか尋ねると「見たかった」と話している。転倒等に注意し同行動が継続するかを観察していく。

・山田　　隆雄様～本日、奇声を上げる・耳を塞ぐなどの行為は見られず経過。声掛けに対しても「何でもない」とだけ返答聞かれている。引き続き、同行動の観察を行い周囲とのトラブルにも注意をしていく。

・田中　　　一様～ナイトケアメンバーへ対し食器洗いへの不満を伝えていた事で、相手に不快感を与えたと話す。日を改め謝罪をしており「快く許してくれました」と話す。その後も、他者が茶碗を洗っている様子が気になるのか凝視している事はあるが、発言する事はない。

・八木橋　牧雄様～田中一様より食器洗いの不満を言われた事で不機嫌となる事があった。昨日謝罪をされているが、姿が見えた時より目線も身体も相手へ向けず「話し掛けるな」「近寄るな」と不機嫌さ見られている。相手が謝罪しているため、相手の方を向くよう促すと渋々だが応じている。謝罪に対しても「良いよ。もう気にしていない」と投げやりな感じでの返答をしており、不機嫌さ続いていた。相手が居なくなってからも「いちゃもんを付けられた」などをブツブツと呟いている事がある。

外来受診の際、手の痺れ感が改善されない事で薬剤調整を行い、食後薬が増薬となっている。

・村上　　元道様～弟様より立て替えていた携帯料金が返金されたとのこと。また、11/1(金)に下妻様とスロットをしてきたと話している為、使用金額等の振り返りを行っていく。

＜事例検討＞

田名部　一樹様(36)　主：統合失調症　　合：なし　Dr：猪股Dr　デイケア：月・水・金曜日

検討内容　目標の評価・見直し

長期目標
①病状を安定させる

②就労できるようになる

中期目標
①再発しないよう、ストレスを溜め込まない

②通所を継続し、適切な人間関係を築く

短期目標
①ストレスを溜めないよう、趣味（ゲームや音楽鑑賞など）を通して発散するようにする

②次の日がデイケア利用日ではない日にウォーキングをする。運動プログラムではメリハリのある動きをする

③不適切な言動があった際は、自分で振り返れるようになり、改善できる

治療計画
①欠席があった際は、欠席の理由について把握する。体調面を維持できるようアドバイスし、私用は利用日以外で済ませるよう関わっていく。通所継続出来ている時は評価する

②食事内容・夜間の間食について把握し、中性脂肪値を正常値に戻す事が出来るようにアドバイスしていく

③対人面で他者に対して不適切な言動があった際は、具体的に指摘し、改善できるよう関わっていく

評　価

①ゲームなどは、ほぼ毎日しておりストレス発散は出来ている。

②以前はデイケアから自宅まで歩いて帰るなど、運動にも意欲的であったが最近ではダラダラと取り組む傾向がある。

③周囲を巻き込むような言動、惑わせる言動が聞かれているが本人は無自覚であり、事故解決策を持っていない。

・中性脂肪やコレステロールを落としたいと話すが、土日に友人を招いては遊んでいるとのことで、その際に持参する菓子をリクエストしたりする事があるとのこと。

・過去の失敗談から、お腹が緩くなるとデイケアを休みたいと話す傾向がある。

今　後

デイケア利用日（月・水・金曜日/週3回）はきちんと来所すること、自身の言動に関しての目標を再検討する必要がある。

＜外来患者様情報＞

・高阪　博英様～昨日受診予定だったが、私用のため本日受診。

・番沢　政勝様～「最近浮かれてて独語が出るんです」と話す。薬剤調整等は行わず様子観察としている。

インフルエンザ予防接種：倉橋生子様、小野寺ノリ様、山田隆雄様、吉田富秋様

袴田淑子様、平京子様、番沢政勝様

勉強会　認知機能①
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認知機能とは

		精神疾患において認知機能障害は顕著な特徴として知られており、精神科リハビリテーションの治療ターゲットとして注目されている。



		当院精神科作業療法室では、エビデンスのある治療を提供して行く為に、認知機能リハビリテーションを企画し実施している。
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認知機能勉強会①



慶長　孝太








_1445252067.ppt


認知機能とは





生活に多く関わっている認知機能として

　ワーキングメモリ、言語性記憶、注意、実行機能

が注目されている。

情報を捉え、取り入れ、理解し、それに対して反応

する為の思考あるいは知的機能
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アンケート項目と関連する認知機能





		アンケート項目		関連する認知機能

		ア．一度にたくさんの事(仕事、課題等)　　に直面すると混乱してしまう。		注意

		イ．受身的で注意や関心の幅が狭い。		注意

		ウ．全体を把握し、自分で段取りをつけ　　て行う事が苦手である。		注意
実行機能

		エ．会話を続けることが苦手である。　		実行機能
言語性記憶

		オ．あいまいな状況が苦手である。　　		実行機能

		カ．場にふさわしい態度がとれない。		実行機能

		キ．状況に応じて行動を変化させる、
　　融通を利かせるのは苦手である。		実行機能
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生活のしづらさとは

		文献より



　「当事者は精神疾患によってもたらされる何らかの変化の気付きをもっていて、それは障害認識（生活のしづらさ）と呼ばれる。」

実際にアンケートにて確認すると、多くの方が生活のしづらさを感じている事が確認されている。



生活をしていく中での、困ったこと(生活のしづらさ)については気付いているといわれている。
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ワーキングメモリ

		ワーキングメモリとは、ある目的のために一時的に保持されたのちにすぐに利用されるような情報についての記憶のこと。
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アンケート項目と関連する認知機能





		アンケート項目		関連する認知機能

		ク．一度にまとめて指示されるより、　　一つ一つ具体的に指示をされた方　　が動きやすい。		注意
ワーキングメモリ

		ケ．こだわりが強い方である。		実行機能

		コ．状況の変化、特に不意打ちに弱い。		実行機能

		サ．新しい物事、環境に慣れるまで時　　間がかかる。		実行機能

		シ．容易にくつろげず、常に緊張して　　しまう。		注意

		ス．冗談を言われても、よくわからな　　い。真面目に受け取ってしまう。		実行機能
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言語性記憶（二次記憶）

		長期にわたり必要とされる情報を学習する過程は、二次記憶、陳述記憶といわれる。

		二次記憶には、仕事の重要な部分について作業方法の指示を聞くような、体験する事で情報を獲得していく過程が含まれる。他には、同僚や知人の名前を1、2回聞いた後、覚える事などもある。

		この情報は言語性の場合も視空間性の場合もある。二次記憶の重要な性質は、後で有効に利用する為に、たいていは繰り返し想起が可能でなければならないことである。










_1445252061.ppt


注意

		注意とは、その場の状況に関連する刺激を見出し（検出）、他の刺激ではなくその刺激に焦点を当て（選択的注意）、その刺激が処理されるまで焦点を維持し（持続的注意）、そして、その刺激をより高度な情報処理過程へ送ることを可能とする一連の過程のこと。
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実行機能

		実行機能とは、問題の解決、抽象概念（ある性質や関係を、その基体である個々の事物から離れてそれ自体として指示する概念。）の利用、認知機能の調整を行う技能である。










